
・ これでいいのかな？ 「どうしていいか分からない… 」等の不安「 」 。

・ 会議は多いから、上手に進められるといいな 」「 。

・ 他の先生に協力したいけど… 「他の先生に協力してほしいな 」「 。」 。

話合話合話合話合いいいいモデルモデルモデルモデルとはとはとはとは？？？？

この人のような願いは、日常的にありませんか？ そして…

・どのような場で…？ ・どいう手順や方法で…？

など・だれと…？ ・どのような課題で…？

がはっきりしていると、取り組みやすくなりますよね！

よ簡単に取り組める
うにするために話合い
モデルはうまれたんだ
ね！

話合いモデルこれが
なんだ！ や の過程 原則
資料もあるから見てみ
てね！

一人の考えや行動力より、多人数の考えや行動力の方が優れた成果を生み出す！

少人数でのかかわりを生かした課題解決型の話合い！
課題解決の手順も分かるので 「話合いモデル」を活用した話合いを と呼ぶ！、 チーム学習



実践へ

話合話合話合話合いのいのいのいの過程過程過程過程についてについてについてについて

チームチームチームチーム員員員員のののの質問質問質問質問によりによりによりにより提案者提案者提案者提案者がどんながどんながどんながどんな課題課題課題課題をををを抱抱抱抱えているのかえているのかえているのかえているのか

をををを明明明明らかにしらかにしらかにしらかにし、、、、共有共有共有共有するするするする過程過程過程過程

【 】提案者
自分の抱えている課題を提示する。

チーム員から質問され、今までの教育
実践を客観的に振り返る。質問への答
えを頭の中で整理して言葉として表現
することで、新たな気付きが生まれ、
課題がより明確になったり新しい課題
が見つかったりする。

【 】チーム員
質問をすることによって、課題を理

解するための背景となる事実や提案者
。のものの見方や考え方を知ろうとする

相手の立場に立って考えようとするた
め話しをよく聞くようになり、提案者
も話しやすい雰囲気が自然とつくられ
ていく。

共有共有共有共有されたされたされたされた課題解決課題解決課題解決課題解決にににに向向向向けてけてけてけて、、、、チームチームチームチーム員員員員のののの知恵知恵知恵知恵やややや知識知識知識知識をををを交流交流交流交流

させることによりさせることによりさせることによりさせることにより、、、、よりよいよりよいよりよいよりよい改善策改善策改善策改善策をつくりをつくりをつくりをつくり共有共有共有共有するするするする過程過程過程過程

【 】提案者
いろいろな視点からチーム員の知恵

や知識を交流させることにより、より
よい改善策を選択することが可能とな
る。そして自分に合った具体的な行動
計画をつくることができる。さらに、
チーム員に共有されることによって、
実践への意欲が高まる。

【 】チーム員
提案者が課題を解決するために最良

と考えた知恵や知識を積極的に交流す
る。このことによりそれぞれが持って
いる知恵や知識が共有され、チーム員
も学ぶことができる。
また、行動計画作成手順を学ぶこと

にもなっている。

チーム員も自己の変容を確認することで、成長の喜びとともに学びの提案者も
意欲が増し、積極的な行動も促進できる。互いに認め合い、成果を確認し合うこと
で、より話合いに参加しやすくなり、継続的な取組となっていく。

、 、、 、、 、、 、話話話話しししし合合合合ったことをったことをったことをったことを振振振振りりりり返返返返り どのようなり どのようなり どのようなり どのような気付気付気付気付きがあったのかきがあったのかきがあったのかきがあったのか

何何何何をををを学学学学んだのかなどんだのかなどんだのかなどんだのかなど、、、、自分自分自分自分ややややチームチームチームチーム員員員員のののの成長成長成長成長をををを自覚自覚自覚自覚するするするする過程過程過程過程

このこのこのこの一連一連一連一連のののの流流流流れをつくることによりれをつくることによりれをつくることによりれをつくることにより、、、、提案者提案者提案者提案者のののの内省内省内省内省がががが促促促促されされされされ、、、、

チームチームチームチーム員員員員のののの協働協働協働協働へのへのへのへの意識意識意識意識がががが高高高高まるまるまるまる話合話合話合話合いになっていくいになっていくいになっていくいになっていく…………！！！！



・・・・提案者提案者提案者提案者のののの願願願願いやよさをいやよさをいやよさをいやよさを引引引引きききき出出出出しししし、、、、やるやるやるやる気気気気をををを高高高高めるめるめるめる。。。。

・・・・場場場場のののの雰囲気雰囲気雰囲気雰囲気をよくしをよくしをよくしをよくし、、、、言言言言いにくいこともいにくいこともいにくいこともいにくいことも言言言言いやすくなるいやすくなるいやすくなるいやすくなる！！！！

・・・・考考考考えのえのえのえの押押押押しつけではなくしつけではなくしつけではなくしつけではなく、、、、最終的最終的最終的最終的にはにはにはには提案者提案者提案者提案者がががが決決決決めるめるめるめる。。。。

・・・・自分自分自分自分でででで宣言宣言宣言宣言したしたしたした内容内容内容内容はははは、、、、実行実行実行実行しやすくなるしやすくなるしやすくなるしやすくなる！！！！

・・・・対話対話対話対話をををを通通通通してしてしてして、、、、課題課題課題課題やややや改善策改善策改善策改善策をををを全員全員全員全員がががが共有共有共有共有するするするする。。。。

・・・・自信自信自信自信をもってをもってをもってをもって行動行動行動行動できるできるできるできる！！！！協力協力協力協力もももも得得得得やすくなるやすくなるやすくなるやすくなる！！！！

・・・・互互互互いにいにいにいに学学学学ぶぶぶぶ姿勢姿勢姿勢姿勢をもちをもちをもちをもち、、、、平等平等平等平等のののの立場立場立場立場でででで参加参加参加参加するするするする。。。。

・・・・安心安心安心安心してしてしてして自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを伝伝伝伝えられえられえられえられ、、、、多多多多くのくのくのくの考考考考えをえをえをえを引引引引きききき出出出出すすすす！！！！

上質上質上質上質なななな対話対話対話対話をををを生生生生みみみみ出出出出すすすす

チームチームチームチーム学習学習学習学習のののの原則原則原則原則

「 」博士！ 話合いモデルの原則を一言で言うと何？

に関する分析結果がでました！

【解説しよう！】

この話合い原則というのは、

話合話合話合話合いにいにいにいに参加参加参加参加すすすすモデルを使った

のようなもの！なのじるるるる心構心構心構心構ええええ

ゃな！

参加してよかったと思う話合いをしてみませんか？

など

このような話合いを進めるためであり、安心して参加できる話合いを実現していきましょう！

こういうこういうこういうこういう原則原則原則原則がはがはがはがは

っきりしていればっきりしていればっきりしていればっきりしていれば安安安安

心心心心してしてしてして話話話話しができそしができそしができそしができそ

うねうねうねうね！！！！

このこのこのこの原則原則原則原則にはにはにはには、、、、内省内省内省内省

をををを促促促促したりしたりしたりしたり、、、、協働協働協働協働へのへのへのへの

意識意識意識意識をををを高高高高めたりするめたりするめたりするめたりする秘秘秘秘

密密密密があるんだがあるんだがあるんだがあるんだ…………！！！！



上質上質上質上質なななな対話対話対話対話をををを生生生生みみみみ出出出出すすすす

チームチームチームチーム学習学習学習学習でのでのでのでの役割役割役割役割

（（（（課題課題課題課題をををを伝伝伝伝ええええ、、、、質問質問質問質問にににに答答答答えるえるえるえる））））課 題 提 案 者課 題 提 案 者課 題 提 案 者課 題 提 案 者

◎◎◎◎ 今現在抱今現在抱今現在抱今現在抱えているえているえているえている自分自分自分自分のののの課題課題課題課題やややや達成達成達成達成したいしたいしたいしたい目標目標目標目標ををををメモメモメモメモしておくしておくしておくしておく
※自分にとって重要で、解決することが必要なもの

※この１年で伸ばしたい自分の資質能力

◎◎◎◎ 提示提示提示提示するするするする課題課題課題課題をををを設定設定設定設定するするするする
※課題提案者を含むチームの権限・責任の中で実行できるもの

※クロスシートなどを活用し、解決してほしい課題を１つ決める

（（（（課題課題課題課題についてについてについてについて質問質問質問質問しししし、、、、共有共有共有共有するするするする））））チ ー ムチ ー ムチ ー ムチ ー ム 員員員員

◎◎◎◎ 「「「「質問質問質問質問 「「「「傾聴傾聴傾聴傾聴 「「「「リフレクションリフレクションリフレクションリフレクション」」」」をををを心掛心掛心掛心掛けるけるけるける」 」」 」」 」」 」
※意見ではなく、質問により課題をとらえ、解決への糸口を

探る

※当事者意識を持ち、課題解決のプロセスを学ぶ

◎◎◎◎ 自他共自他共自他共自他共にににに学習学習学習学習するするするする意識意識意識意識をもつをもつをもつをもつ
※提案者に合った課題解決のために、知恵や知識を積極的に伝え合う

※他のメンバーの質問や発言から、新たな視点をもつ

※振り返りの時間を中心に、チーム学習の成果を確認する

（（（（効果効果効果効果をををを引引引引きききき出出出出すすすす会議会議会議会議をををを進行進行進行進行するするするする））））司 会 者司 会 者司 会 者司 会 者

◎◎◎◎ チームチームチームチーム学習学習学習学習のののの推進者推進者推進者推進者となるとなるとなるとなる
※課題がより効果的かつ具体的に解決へ向かう支援をする

※メンバーの意見を引き出し、自己決定に導く

◎◎◎◎ チームチームチームチーム学習学習学習学習のののの効果効果効果効果をををを高高高高めるめるめるめる
【司会者が入るポイント】

①話題がそれたとき （例：課題解決につながる質問になっていますか？）

②会議がうまく進行しないとき（例：考えさせられる質問はありましたか？）

③発言する人が偏ったとき （例：○○先生はどうですか？） など

※ 課題提案者や司会者は、臨機応変に変更が可能

そんなに難しく考える必要はありません。まずは、役割を意識して話合いに取り組ん

でみましょう。



傾聴

質問質問質問質問はははは、、、、相手相手相手相手のののの課題解決課題解決課題解決課題解決のためにするのためにするのためにするのためにする。。。。

、 。、 。、 。、 。提案者提案者提案者提案者のののの思思思思いをいをいをいを引引引引きききき出出出出しししし 課題解決課題解決課題解決課題解決のののの方向性方向性方向性方向性をををを探探探探るるるる

自分自分自分自分のののの思思思思いがいがいがいが具体的具体的具体的具体的になるになるになるになる。。。。

新新新新たなたなたなたな気付気付気付気付きがありきがありきがありきがあり、、、、新新新新しいしいしいしい視点視点視点視点がもてるがもてるがもてるがもてる。。。。

※※※※そのそのそのその後後後後のやるのやるのやるのやる気気気気のののの向上向上向上向上につながるにつながるにつながるにつながる！！！！

相手相手相手相手がどうしたいのかをがどうしたいのかをがどうしたいのかをがどうしたいのかを考考考考えるえるえるえる。。。。

相手相手相手相手のののの課題課題課題課題がががが何何何何かをかをかをかを考考考考えるえるえるえる。。。。

相手相手相手相手がががが何何何何をしたらいいのかをしたらいいのかをしたらいいのかをしたらいいのか適切適切適切適切ななななｱﾄｱﾄｱﾄｱﾄﾞ゙゙゙ﾊﾊﾊﾊﾞ゙゙゙ｲｽｲｽｲｽｲｽをををを心掛心掛心掛心掛けるけるけるける。。。。

※※※※そのそのそのその後後後後、、、、相手相手相手相手のののの進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況がががが気気気気になってくるになってくるになってくるになってくる！！！！

使使使使いいいい分分分分けけけけ！！！！

についてについてについてについて「「「「質問質問質問質問」」」」

質問質問質問質問のののの目的目的目的目的

質問質問質問質問のののの効果効果効果効果

質問質問質問質問されるされるされるされる人人人人

質問質問質問質問するするするする人人人人

質問質問質問質問のののの種類種類種類種類

拡大質問拡大質問拡大質問拡大質問 特定質問特定質問特定質問特定質問

例：あなたが達成感を感じるのは、
どういう時ですか？

「「「「はいはいはいはい 「「「「いいえいいえいいえいいえ」」」」でででで答答答答えられないえられないえられないえられない質問質問質問質問」」」」

、例：あなたがやろうとしているのは
○○○ということですか？

「「「「はいはいはいはい 「「「「いいえいいえいいえいいえ」」」」でででで答答答答えられるえられるえられるえられる質問質問質問質問」」」」

未来質問未来質問未来質問未来質問

例：この方法を実行した場合、どう
いう結果が予想できる？

支援支援支援支援していくことをしていくことをしていくことをしていくことを目的目的目的目的としてとしてとしてとして聞聞聞聞くくくく質問質問質問質問

過去質問過去質問過去質問過去質問

例：そのときどういう対応をしたの
ですか？

過去過去過去過去のののの出来事出来事出来事出来事にににに注目注目注目注目してしてしてして聞聞聞聞くくくく質問質問質問質問

肯定質問肯定質問肯定質問肯定質問

例：まず何から始めたらいいと思い
ますか？

肯定的肯定的肯定的肯定的なななな語句語句語句語句をををを使使使使ってってってって行行行行うううう質問質問質問質問

否定質問否定質問否定質問否定質問
例：なぜ うまくいかないのですか？、

否定的否定的否定的否定的なななな語句語句語句語句をををを使使使使ってってってって行行行行うううう質問質問質問質問



※※※※「「「「わたしをわたしをわたしをわたしを変変変変えたあのえたあのえたあのえたあの一言一言一言一言…………」」」」のようなものがのようなものがのようなものがのようなものが見付見付見付見付けられればけられればけられればけられれば、、、、それはそれはそれはそれは永遠永遠永遠永遠のののの「「「「宝宝宝宝」」」」となるとなるとなるとなる！！！！

○○○○このこのこのこのチームチームチームチーム学習学習学習学習のどののどののどののどの「 」「 」「 」「 」やややや「 」「 」「 」「 」によりによりによりにより、 。、 。、 。、 。場面 質問 自分場面 質問 自分場面 質問 自分場面 質問 自分のののの考考考考えがえがえがえが深深深深まったかまったかまったかまったか

○○○○このこのこのこのチームチームチームチーム学習学習学習学習でででで 。。。。学学学学んだんだんだんだ点点点点はははは何何何何かかかか

自分自分自分自分ではではではでは気気気気がががが付付付付かなかったことかなかったことかなかったことかなかったこと 新新新新たなたなたなたな考考考考ええええ方方方方 きききき※※※※「 」「 」「 」「 」やややや「 」「 」「 」「 」をもったをもったをもったをもった

をををを振振振振りりりり返返返返ることによりることによりることによりることにより、、、、 などについてなどについてなどについてなどについて学学学学っかけっかけっかけっかけ 効果的効果的効果的効果的なかかわりなかかわりなかかわりなかかわり方方方方

習習習習するするするする。。。。

課題解決や新たな気付きにつながった質問は？ﾁｪｯｸ項目 □□□□

※※※※質問質問質問質問をしたをしたをしたをした本人本人本人本人もももも気気気気がががが付付付付かなかったかなかったかなかったかなかった「 」「 」「 」「 」をををを伝伝伝伝えることにえることにえることにえることに質問質問質問質問のののの効果効果効果効果

よりよりよりより、、、、今後今後今後今後ののののチームチームチームチーム学習学習学習学習をよりをよりをよりをより効果的効果的効果的効果的にににに進進進進めるめるめるめる基基基基とするとするとするとする。。。。

チーム学習を進める上で役立った質問は？ﾁｪｯｸ項目 □□□□

※※※※自分自分自分自分のののの課題解決課題解決課題解決課題解決だけではなくだけではなくだけではなくだけではなく、、、、チームチームチームチーム員員員員のののの課題解決課題解決課題解決課題解決のののの過程過程過程過程でででで学学学学んだんだんだんだ

。 、。 、。 、。 、ことでもことでもことでもことでも可可可可 とにかくとにかくとにかくとにかく学学学学べるところはべるところはべるところはべるところは教育教育教育教育のののの課題課題課題課題にににに共通点共通点共通点共通点はははは多多多多いいいい！！！！

おおおお互互互互いに がいに がいに がいに が大切大切大切大切ですですですです。。。。学学学学びびびび合合合合うううう姿勢姿勢姿勢姿勢

個人として、チームとして学んだことは？ﾁｪｯｸ項目 □□□□

課題解決のプロセスとして学んだことは？□□□□

についてについてについてについて振振振振りりりり返返返返りのりのりのりの視点視点視点視点

※時に強い信念や価値観は「 」を生むことがあります。強いこだわりは、その考こだわり
えにとらわれ過ぎて、仕事の流れを滞らせる原因となることがあります。そのような場
合 「何にとらわれているのか」に気づくことができれば、その場面をうまく流すこと、
ができるため、その後に大きな成果を生み出すことにつながります。

※ 、その原因を学習することにより、今後に「こだわり」に気が付いたのはなぜか
生きていきます。広い視野から課題を見つめ直すことができるようになります！



チームチームチームチーム員全員員全員員全員員全員でででで課題解決課題解決課題解決課題解決にあたるにあたるにあたるにあたる！！！！共通共通共通共通のののの課題課題課題課題
※協働のかかわりがつくりやすい！

「「「「共通共通共通共通のののの課題課題課題課題」」」」でもでもでもでも「「「「個人個人個人個人のののの課題課題課題課題」」」」でもでもでもでも可能可能可能可能！！！！教科教科教科教科やややや学年学年学年学年のののの課題課題課題課題
※普段のかかわりがより深くなる！

チームチームチームチーム員員員員がががが持持持持ちちちち寄寄寄寄ったったったった複数複数複数複数のののの課題解決課題解決課題解決課題解決にあたるにあたるにあたるにあたる！！！！個人個人個人個人のののの課題課題課題課題
※自分だけでなく、チーム員の課題も解決できる！

取取取取りりりり上上上上げるげるげるげる課題課題課題課題についてについてについてについて

【こんなときに…】

・・・・研究指定校研究指定校研究指定校研究指定校のののの研究研究研究研究

・・・・校内研修校内研修校内研修校内研修

・・・・学校評価学校評価学校評価学校評価へのへのへのへの対応対応対応対応
【利点】

・組織的に取り組むことにより、課題

。解決の方法を全員が学ぶことができる

・学校内でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが盛んになり、協

働体制がつくられる。

・・・・課題解決課題解決課題解決課題解決やややや質問質問質問質問のののの仕方仕方仕方仕方がががが分分分分かるかるかるかる！！！！

【こんなときに…】

・・・・学年学年学年学年にかかわるにかかわるにかかわるにかかわる内容内容内容内容

・・・・教科指導教科指導教科指導教科指導にかかわるにかかわるにかかわるにかかわる内容内容内容内容
【利点】

・似たような課題を持つ人がいること

を知った上で、多様な知恵や知識があ

ることを知ることができる。自分の課

題が特別なものではないと分かり、自

信をもって取り組むことができる。

・・・・安心安心安心安心してしてしてして課題解決課題解決課題解決課題解決にあたれるにあたれるにあたれるにあたれる！！！！

【こんなときに…】

・・・・自自自自らららら抱抱抱抱えているえているえているえている課題課題課題課題
（学級経営、授業、生徒指導、校務

分掌、事務処理…など）

【利点】

・課題に対する知恵や知識が増える。

新しいアイデアや改善策を知ることが

できる。

・・・・課題課題課題課題がががが解決解決解決解決しししし、、、、よりよいよりよいよりよいよりよい教育実践教育実践教育実践教育実践がががが

※確実に資質向上！可能可能可能可能となるとなるとなるとなる！！！！



チームチームチームチームのののの規模規模規模規模

【 】【 】【 】【 】３３３３人以下人以下人以下人以下だとだとだとだと…………
● 考えの ことが考えられる。結果として、偏った考え方になってしまう多様性に欠けてしまう

恐れがある。

● 複雑な問題を なる。また、どのような行動計画をいろいろな視点から理解することが難しく

つくればいいか十分な検討ができない可能性も出てくる。

その人の考えに左右されやす● 問題について詳しかったり、影響力が強いチーム員がいると、

恐れがある。くなってしまう

● チーム員が 、話し合いが困難になってしまう。出張などで欠けると

【 】【 】【 】【 】９９９９人以上人以上人以上人以上だとだとだとだと…………
● チーム員の くる。すると、 、逆にかかわりが少なくなって 自分の考えを押し通そうとしたり

おとなしい人は、 する恐れが出てくる。話合いに参加しなくなったり

● 自分の役割があまり重要に感じられなくなり、 がなくなる恐れがある。参加する意欲

● ３人程度の 、まとまりがなくなる恐れがある。小グループがチームの中にでき

● 人数が増えれば増えるほど、課題や改善策を 、共有できなか共有するのに時間がかかったり

ったりする恐れもある。最終的には、声の大きい人や存在感のある人の意見が通ってしまう可

能性がある。

※※※※ しかししかししかししかし、、、、１１１１回回回回ののののチームチームチームチーム学習学習学習学習にとれるにとれるにとれるにとれる時間時間時間時間はははは１１１１～～～～２２２２時間時間時間時間多人数多人数多人数多人数でもでもでもでも時間時間時間時間がががが限限限限りなくあればりなくあればりなくあればりなくあれば可能可能可能可能！！！！

程度程度程度程度がががが多多多多くくくく、、、、そのそのそのその時間時間時間時間のののの中中中中でででで課題解決課題解決課題解決課題解決にあたらなければならないにあたらなければならないにあたらなければならないにあたらなければならない！！！！

チームチームチームチーム編成編成編成編成

【 】【 】【 】【 】今今今今あるあるあるある小小小小グループグループグループグループをををを生生生生かすかすかすかす例例例例

・ （生徒理解、生徒指導、行事計画、教室掲示、保護者会など活用範囲は広い！）学年部会学年部会学年部会学年部会

・ （授業研究会、推進委員会、地域連携、広報など継続的な活用が可能！）校内研修校内研修校内研修校内研修のののの分科会分科会分科会分科会

・ （方針決定、学力向上対策、環境整備、授業研究会などで活用可能！）教科部会教科部会教科部会教科部会

・ （方針決定、行事計画、書類作成などで活用可能！ ）分掌部会 ※ただし、分掌によって偏りがある。

（ 、 、 ）・ 方針決定 原案作成など 常時活用可能！企画・運営委員会 ※ただし 伝達で済むものは向いていない、 。

【 】【 】【 】【 】多様多様多様多様ななななチームチームチームチームをつくるをつくるをつくるをつくる…………

普段かかわりが少ないチーム・課題を出し合い、普段抱えている課題に応じてチームをつくる。

の方が、 が生まれやすく、 をしていく上で効果的となりやす員 新たな気付き 知恵や知識の交流

い。学校事情によって、さまざまなチームを構成することができる。特に、課題の解決が困難

なときほど、新たな視点で課題解決がしやすくなる。

についてについてについてについてチームチームチームチーム員員員員のののの構成構成構成構成

４４４４～～～～８８８８チームチームチームチームのののの人数人数人数人数はははは、、、、いろいろないろいろないろいろないろいろな意見意見意見意見がががが交流交流交流交流されることをされることをされることをされることを重視重視重視重視してしてしてして、、、、

するするするする。。。。人人人人でででで構成構成構成構成

チームチームチームチーム員員員員のののの構成構成構成構成はははは、、、、話合話合話合話合いに するいに するいに するいに する。。。。いろいろないろいろないろいろないろいろな視点視点視点視点がががが入入入入るようにるようにるようにるように工夫工夫工夫工夫

限られた時間の中で

有用感のある会議に

できるんじゃな！



司 会 者 会議司 会 者 会議司 会 者 会議司 会 者 会議をををを効果的効果的効果的効果的にににに進進進進めるめるめるめる

司会者は、その場の 、知恵や知識を引き出しながら 「話合いモデル」雰囲気雰囲気雰囲気雰囲気をつくりをつくりをつくりをつくり 、

の や にそって効果的に話合いを進めていく。過程 原則過程 原則過程 原則過程 原則

チームチームチームチーム員員員員がががが意見意見意見意見をををを言言言言いやすいいやすいいやすいいやすい雰囲気雰囲気雰囲気雰囲気をつくるをつくるをつくるをつくる。。。。・
例：アイスブレイキングを行った後、実施する。

認める・真剣に聴くなどを率先して行う。

過程過程過程過程にににに沿沿沿沿ってってってって進行進行進行進行をををを進進進進めるめるめるめる。。。。・

困ったときは 「司会進行表」を参考に進めていく。、

原則原則原則原則をををを意識意識意識意識してしてしてして進行進行進行進行するするするする。。。。・

（質問の前置きや自分の考えを多く伝えようとしていないか）質問重視質問重視質問重視質問重視のののの原則原則原則原則

（意見の押しつけになっていないか、自己決定しているか）自主性尊重自主性尊重自主性尊重自主性尊重のののの原則原則原則原則

（それぞれの過程で課題や改善策などが共有されているか）共有共有共有共有のののの原則原則原則原則

（意見を出す人が決まっていたり、言い方が強くないか）対等対等対等対等のののの原則原則原則原則

効果を高めるために、 は、修正するようにする。原則が守られていないとき

かかわりのかかわりのかかわりのかかわりの質問例質問例質問例質問例【 】司会者司会者司会者司会者がががが入入入入るるるるポイントポイントポイントポイント 具体的具体的具体的具体的なななな

① （例： ）話題話題話題話題がそれたがそれたがそれたがそれたときときときとき 課題解決課題解決課題解決課題解決につながるにつながるにつながるにつながる質問質問質問質問になっていますかになっていますかになっていますかになっていますか？？？？

② （例： ）会議会議会議会議がうまくがうまくがうまくがうまく進行進行進行進行しないしないしないしないときときときとき 考考考考えさせられるえさせられるえさせられるえさせられる質問質問質問質問はありましたかはありましたかはありましたかはありましたか？？？？

③ （例： ）発言発言発言発言するするするする人人人人がががが偏偏偏偏ったったったったときときときとき ○○○○○○○○先生先生先生先生はどうですかはどうですかはどうですかはどうですか？？？？

（ ）④ 例：良良良良いいいい発言発言発言発言がががが生生生生かされていないかされていないかされていないかされていないとき もうとき もうとき もうとき もう少少少少しししし詳詳詳詳しくしくしくしく聞聞聞聞かせてもらえませんかかせてもらえませんかかせてもらえませんかかせてもらえませんか？？？？

など

司会者司会者司会者司会者のののの役割役割役割役割についてについてについてについて

チーム学習を効果的に進める！☆

ポイントポイントポイントポイント

チーム学習を効果的を高める！☆

なぜ、司会者がいるの？☆

そのそのそのその場場場場のののの雰囲気雰囲気雰囲気雰囲気・司会者は、課題解決に集中しているチーム員たちには、わからない

や が分かりやすい立場として参加できる。課題解決課題解決課題解決課題解決のののの方向性方向性方向性方向性

・チーム員が自分のために を真剣に作り出し、チーム員に を付けさせ、振学学学学ぶぶぶぶ場 自信場 自信場 自信場 自信

り返りを促し、新しい知識をふくらませる をする。手助手助手助手助けけけけ

・自分の意見ではなく、チーム員が持つ や を引き出し、互いに関連づけな知恵 可能性知恵 可能性知恵 可能性知恵 可能性

がら共有を図っていくことが重要である。

・他にも仕事は「 「 「 「 」などがある。時間管理 次回時間管理 次回時間管理 次回時間管理 次回のののの予定 声予定 声予定 声予定 声かけかけかけかけ 資料資料資料資料のののの用意用意用意用意」 」 」



導入導入導入導入のののの手順手順手順手順

活用活用活用活用することをすることをすることをすることを決決決決めるめるめるめる！！！！ 人人人人がががが育育育育つつつつ組織組織組織組織にするにするにするにする！！！！１１１１

管理職、教務主任、学年主任、研修主任、生徒指導主事（主任）などが、

活用場面を決める。このチーム学習は、学校全体のためでもあり、個人の資

質向上のためでもある。人材育成は、学校全体の組織力向上にもつながり、

よりよい学校になっていく…。

企画・運営委員会、学年会、校内研修、職員会議、生徒指導部会など例）

導入導入導入導入にあたってのにあたってのにあたってのにあたっての説明説明説明説明ををををワークショップワークショップワークショップワークショップ形式形式形式形式でででで行行行行うううう！！！！２２２２

校内研修全体会で説明を行い、ワークショップを行う。できれば、簡単な体験版を用意し、

ロールプレイを行うとよい。

①話合いモデルとは… ②過程 ③原則 ④役割 ⑤質問 ⑥振り返りの視点 ⑦取り上げる課題説明内容）

⑧チーム員の構成 ⑨司会者の役割 など簡単に説明する。 ※資料参照

体験版 ・効果的な板書の仕方などの具体的な課題を用意しておき、話合いモデルを体験する。）

・授業検討会などのシナリオを用意し、小グループで読み合う。 など

課題課題課題課題をををを設定設定設定設定 チームチームチームチームをををを決決決決めるめるめるめる 日時日時日時日時をををを設定設定設定設定するするするする３３３３ → →→ →→ →→ →

※ そして、いよいよ話合いモデルを活用（ ）する！できれば、最後に報告会チームで課題解決

などの学習したことを交流させるとバリエーションが広がる。

話合話合話合話合いいいいモデルモデルモデルモデル についてについてについてについて導入導入導入導入のののの手順手順手順手順

まずまずまずまず、、、、やってやってやってやって

みましょうみましょうみましょうみましょう！！！！

お勧めここが
じゃの導入時期

な…！
ご利用は計画的に…

輝輝輝輝かしいかしいかしいかしい学校学校学校学校のののの未来未来未来未来番組内容：

必要な時期を考えて導入す

ると効果が増すということじ

ゃな！


